


日本の音楽家、オーケストラ、音楽機関の皆さまへ   

 

コロナの世界的流行は私たちを驚かせました。私たちの生活がこの数か月

でこれほどまでに激変するとは誰が思っていたでしょうか？  

 

 私は 3 月 4 日まで、新国立劇場オペラ研修所修了公演で、モーツァルト

の「フィガロの結婚」を上演するために、とても素晴らしい 5 週間を日本で

過ごしました。幡ヶ谷のマンションに滞在し、そこで私は中国での新型コロ

ナウイルスの流行に関するニュースに関心をもっていました。それが最終的

に広がるとは信じませんでした。しかし、私の日本滞在中の終盤に実際にそ

の影響を受けました。 Corvid -19（新型コロナウイルスを原因とする病気の

名称）の影は日本へ大きく迫っていました。  

 

私はドイツ南西部に位置する、コンスタンツ湖のライヒェナウという美し

い島に住んでいます。ただ、3 月 13 日以降、私は世界中のほとんどの人々の

ように、家にいることを余儀なくされています。  

いま、私は仕事と旅行の計画がすべて中止となり、いつ再開できるのか目

途は立っていません。しかし、私は前向きに希望をもっています。だれも予

期せず、多くの方が経験したこの苦難の時期ですが、私たちにはできること

があります。いま、生活のペースが遅くなり、かつ多くの時間があります。

私は今、自分自身を見つめなおすことができます。  

  

日本は新型コロナウイルスの大流行により、非常に厳しい状況に陥ってい

ます。当初、 3 月上旬には、ウイルスの蔓延を抑え込むことが出来たように

見えましたが、初期段階での判断の誤りと過信が現在の危機と非常事態の延

長につながりました。日本経済が完全に回復するには長い時間がかかります。 

 

日本の音楽を取り巻く環境もとても厳しい状況です。今、私はその環境下

にある親しい友人などの音楽家を思い浮かべています。彼らの中には生きる

ために音楽以外の仕事をせざるを得ない人もいます。音楽家個人だけでなく、

オーケストラ、コンサートホール、音楽大学、その他の機関は、皆この前例

のない状況を乗り越えるために苦労しています。私はいつも心を痛めていま

す。  

私は日本の一日も早い復興を祈ります。私たちには回復力があり、日本の

輝かしい音楽活動はいずれ確かに再び開花します。そのために我々は励まな

ければなりません。いずれやってくるその未来は、新しい時代の始まりを告

げると思います。ポストコロナ、自然は私たちに目覚めと新たな立ち上がる

機会を与えてくれました。  

 

音楽は人の生活に不可欠で、切り離すことができません。したがって、新

たな活動力、努力そして楽観と共に、いま直面したこの課題を乗り越えまし

ょう。  

私は、「フィガロの結婚」の最後の場面を思い出します。－ “Ah tutti  

contenti  saremo cos ì . ”－（ああ、私たちは皆しあわせになります）。その歌
は今でも私の耳に残っています。そして、それは私の心からの願いでもあり

ます。  

私は愛する日本に秋に戻ります。これからの日本の音楽活動の中で、私の

役割を果たせることを楽しみにしています。  
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